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〔目　的〕
皮膚糸状菌のほとんどは、雌雄異体性（heterothallism）という性格を持つため、単独で有性
生殖を行うことができない。したがって、子嚢果（cleistothecia）内で形成される有性胞子であ
る子嚢胞子（ascospore）を得るためには、異なった交配型を有する菌株の間での交配が必要と
なる。
これらの子嚢東を作製する過程において、外観は子嚢某に非常に類似するが、子嚢胞子を含ま
ない構造物（pseudo－Cleistothecia）を時に認めることがある。
このような偽子嚢果（pseudo－Cleisもothecia）は一つの交配型をある条件下において培養した
場合（singlesporeculture）、および近縁種と交配した際に見られるsexualstimulationにおい
て生ずる。
しかし従来の報告では、偽子嚢某の形態についてはその内部に無性胞子である小分生子
（microconidia）を無数に含み、外壁を子嚢果壁菌糸（peridialhyphae）で囲まれる、とのきわ
めて断片的な記載しかされていない。そしてsinglesporecultureとsexualstimulationで生じ
た偽子嚢栗の形態の違いについてはまだ明らかにされておらず、またそれぞれの偽子嚢巣がどの
ような過程を経て形成されるか、という点についても詳細な報告はみあたらない。
そこで今回、Trichophytonmentagrophytescomplexにおいて、異なった方法によって偽子
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嚢異を作製し、走査型および透過塑電顕でその形態を観察し、またその形成過程の解明を試みた。
〔方　法〕
I．偽子嚢某の作製：Trichophytonmentagrophytescomplexの有性世代であるArthroderma
vanbreuseghemii、．ArthrodermabenhamiaeおよびArthrodermasimiiを用いて、次の2つの
方法によって偽子嚢某を作製した。
1）singlesporeculture
ArthrodermavanbreuseghemiiRV27961（－）株を塩類添加1／10サブロー培地上で単胞
子培養した。
2）sexualstimulation
ArthrodermavanbreuseghemiiRV27961（－）株とArthrodermasmiiRV25472（＋）株を、
またArthrodermavanbreuseghemiiRV27961（－）株とArthrodermabenhamiaeRV30000
（＋〉株とを、塩類添加1／10サブロー培地上でそれぞれ交配した。
Ⅱ．偽子嚢某の内部構造の観察：Singlesporecultureでは培養後35日目の偽子嚢異を、SeXual
stimulationではArthrodermavanbreuseghemiiとArthrodermasimiiとの交配によって形成
された60日目の偽子嚢某とを、それぞれ光顕用にJB－4resinに包哩、そして透過型電顕用に
spurr’sresinに包埋し、切片を作成して中央部の構造を観察した。
Ⅲ．偽子嚢果の形成過程の観察：Singlesporecultureおよびsexualstimulationで形成された
偽子嚢某を経時的に採取し、オスミウム固定後、脱水、臨界点乾燥器で乾燥、イオンコ一夕ーで
金蒸着し、走査型電顕下でその形成過程を観察した。
〔結果・考察〕
Arthrodermavanbreuseghemiiのsinglesporecultureで得られた偽子嚢栗は、内に子嚢胞子
を全く含まず、無数の小分生子を有し、周囲を子嚢果壁菌糸で囲まれていた。透過型電顕による
観察では、内包された小分生子はすべてアレウリオ型の小分生子形成の結果生じたと思われた。
走査型電顕下にこの偽子嚢某の形成過程を追っていくと、菌糸がブドウ房状に小分生子を産生し
つつ増殖し、それらの周囲を取り巻く菌糸の細胞表面に小突起（echinulation）が生じ、それら
の菌糸がArthroderma属に特有なくびれを有する子嚢果壁菌糸となって、その構造が完成する
ことが観察された。それらの形成過程上で子嚢原基（gametangia）類似の器官は認められなかっ
た。
ArthrodermavanbreuseghemiiとArthrodermasimii、およびArthrodemavanbreuseghemii
とArthrodermabenhamiaeのsexualstimulationで得られた偽子嚢異は、周囲を子嚢果壁菌糸
で囲まれているが、内に含まれているのは小分生子ではなく毛玉状の菌糸の集塊であった。走査
型電顕では、SeXualstimulationで得られた偽子嚢東は造精器（antheridium）様の器官と造嚢
器（ascogonium）様の器官とからなる子嚢原基類似の器官（gametangium－1ikeorgan）より発
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達し、これを取り巻くように周囲の菌糸が成長し、外側の菌糸が子嚢果壁菌糸となって形成され
ていく過程が観察された。
〔結　論〕
Trichophytonmentagrophytescomplexにおいて、Singlesporecultureとsexualstimulation
で得られた偽子嚢栗では、その微細構造に違いがあり、またその形成過程においても差異を認め
た。すなわち、SeXualstimulationによって得られた偽子嚢某は、Singlesporecultureで得ら
れた偽子嚢異に比べ、有性生殖過程においてみられる子嚢某の形成過程により類似していた。
学位論文審査の結果の要旨
人に病原性を有する皮膚糸状菌（人嗜好性皮膚糸状菌）は雌雄異体性（heterothalic）である
が、その多くの菌種は（＋）株か（－）株かのいずれかの一つの交配型のみで存在する。従って、
人嗜好性皮膚糸状菌の培養では、通常有性生殖による子嚢栗の形成が見られることはなく、偽子
嚢異と呼ばれる構造物が観察される。この偽子嚢巣は、一つの菌株を単独で培養した場合
（singlesporeculture）のはか、交配型を異にする近縁種と相接して培養した場合（sexual
stimulation）に生じることがわかっている。本研究は、人に病原性を有する代表的な皮膚糸状
菌であるTrichophyton mentagrophytes complexを用いて、Single spore cultureとsexual
stimulationの二つの方法で偽子嚢某の形成を誘導し、その形成過程及び微細形態の電顕的解析
を試みたものである。研究の結果、Single spore cultureで得られた偽子嚢果とsexual
stimulationで得られた偽子嚢某では、明らかな差異のあることが明らかとなった。すなわち、
singlesporecultureで得られた偽子嚢某では、その形成過程に子嚢栗原基類似の器官が出現す
ることはなく、菌糸の集塊によりなる球状構造物の内部には小分生子が充満していた。これに対
し、SeXualstimulationで得られた偽子嚢巣では、その形成過程に子嚢果原基類似の器官が出現
し、この偽子嚢巣は絡み合った菌糸を内包していた。以上の結果より、Singlesporecultureで
得られる偽子嚢巣とsexualstimulationで得られる偽子嚢栗は、形成過程と内部構築において、
明らかな相違があり、SeXualstimulationで得られた偽子嚢乗は、有性生殖でみられる子嚢異に
より類似していることが判明した。
本研究は、従来不明であった皮膚糸状菌の偽子嚢異の形成過程および微細構造を明らかにし、
これによって人嗜好性皮膚糸状菌の研究に貢献している。よって博士（医学）の学位を授与する
に十分であると認められる。
ー86－
??
